
所在 地番 林班
小班群
小班

諸浦字
宇田原

183-42 20 ｲ-35

別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

①

〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定する前

に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮するもの

とする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとし、当該巡視は林道等からの目視によって

判断できる限りで行うものとする。
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別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

1219 20 ﾆ-24

183-43
諸浦字
宇田原

20 ｲ-36

諸浦字
大南

ｲ-7020246
諸浦字
宇田原

ﾆ-18201193
諸浦字
大南

ﾆ-2020

①

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

1197-1
諸浦字
大南

〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定する前

に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮するもの

とする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとする。当該巡視は林道等からの目視によっ

て判断できる限りで行うものとする。
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別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

諸浦字
宇田原

20 ｲ-40187

①

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定する前

に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に切捨間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮する

ものとする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとし、当該巡視は林道等からの目視によって

判断できる限りで行うものとする。
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別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

20 ｲ-71

①

諸浦字
宇田原

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

248 〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が利用間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定す

る前に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮するもの

とする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとする。当該巡視は林道等からの目視によっ

て判断できる限りで行うものとする。
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①

別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

諸浦字
山中

諸浦字
山中

20 ﾊ-7597

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

ﾊ-820598

〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が利用間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定す

る前に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に切捨間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮する

ものとする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとし、当該巡視は林道等からの目視によって

判断できる限りで行うものとする。
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別添１　経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容（Ｃ）

対象森林 経営管理権に基づいて行われる経営管理の内容

諸浦字
大岩

1387-1

①

20 ﾎ-65 〈経営管理実施権が設定される場合〉

〇 経営管理実施権者が間伐並びに木材の販売等の全部を実施するものとし、その方法は経営管理実施権を設定する前

に乙及び経営管理実施権者で協議して決めるものとする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

〇 乙は、存続期間中に切捨間伐を１回実施するものとする。なお、施業の実施にあたっては、生物多様性に配慮する

ものとする。

〇 乙は、火災、病虫害及び気象害の予防のため、森林の巡視を行うものとし、当該巡視は林道等からの目視によって

判断できる限りで行うものとする。
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①

諸浦字
宇田原

183-42 20 ｲ-35

別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

所在 地番 林班
小班群
小班

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及びその他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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諸浦字
宇田原

183-43 20 ｲ-36

ｲ-7020246
諸浦字
宇田原

ﾆ-18

ﾆ-20201197-1
諸浦字
大南

ﾆ-24201219
諸浦字
大南

別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

201193
諸浦字
大南

所在 地番 林班
小班群
小班

①

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及びその他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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①

所在 地番 林班
小班群
小班

187 20 ｲ-40

別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

諸浦字
宇田原

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及びその他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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①

所在 地番 林班
小班群
小班

木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

諸浦字
宇田原

248 20 ｲ-71

対象森林

別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及びその他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

所在 地番 林班
小班群
小班

ﾊ-820598
諸浦字
山中

①

諸浦字
山中

597 20 ﾊ-7

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及びその他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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①

諸浦字
大岩

1387-1 20 ﾎ-65

所在 地番 林班
小班群
小班

別添２　木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

対象森林
木材の販売による収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益
がある場合において甲に支払われるべき金銭（Ｄ）の額の算定方法

〈経営管理実施権が設定される場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 利用間伐について甲に支払われるべき金銭の額は、木材の販売による収益の額から利用間伐に係る経費、木材の販売に係る経

費及び（その他経営管理に要する経費（森林保険の保険料等）として乙が算定した額を控除した額とする。

（２．木材の販売収益の額の算定方法）

〇 利用間伐に係る木材の販売収益については、実際に木材を販売して得られた収益の額とする。

（３．伐採等に要する経費の算定方法）

〇 乙が算定する利用間伐に係る経費については、見積もり実施時点で有効な佐賀県が定める森林環境保全整備事業における標準

単価を基に経営管理実施権者が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費

の見積額とする。

〇 乙が算定する利用間伐が実施された場合における木材の販売に係る経費については、経営管理実施権者が経営管理実施権の設

定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された経費の見積額とする。

〇 乙が算定する森林保険の保険料については、経営管理実施権の終期までの間に必要な保険料の合計として、経営管理実施権者

が経営管理実施権の設定を受けるに当たって乙に提示し、経営管理実施権配分計画に添付された見積額とする。

〈経営管理実施権が設定されない場合〉

（１．甲に支払われるべき金銭の額の算定方法）

〇 経営管理権に基づき乙が実施する間伐の結果生じた木材の販売による収益は乙のものとする。

（２．留意事項）

〇 乙が経営管理を行うために要した経費は乙が負担するものとする。
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別添３　甲にＤを支払うべき時期、相手方及び方法

（経営管理実施権が設定されない場合）

＜時期＞

〇　乙から甲に対して金銭の支払いは行わない。

＜相手方及び方法＞

〇　乙から甲に対して金銭の支払いは行わない。

（経営管理実施権が設定される場合）

＜時期＞

〇　経営管理実施権者から甲に対するＤの支払いについては、伐採後、木材の販売収入額が確定後速やかに行うものとする。

＜相手方及び方法＞

〇　次の支払先に支払うものとする。

（支払先）　甲の指定する口座


